
 

「ひまわりの 自信たっぷり 午後１時」（大阪府 中３作品）。今は梅雨ですが、まもなく

日差しが眩しい夏本番となります。俳句からは、強い日差しに負けず太陽に向かって大きく

咲くひまわりが想像されます。みんなも暑さに負けず、とはいうものの熱中症に気をつけて、

学校に通う毎日ではできない有意義な夏休みを暮らしてください。出校日や９月 

 

歌よありがとう 

１０月２７日（木）、２８日（金）に合唱コンクールが行われました。 

 ３年ぶりに全校が体育館に集まって開催できたことは、とても感慨深いものがありました。 

人が人を想い、その思いを歌に託してクラスが心一つに熱唱する姿は、全校が同じ空間、同

じ時間を共有したからこそ、より伝わるのだと感じました。まさに、「歌は未来への架け橋」

です。 

  

「歌よありがとう」という歌があります。１番の歌詞を紹介します。 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

クラスのみんなと心を合わせて歌った歌は、将来、忘れられない思い出として、心の奥に

ずっと残っているといいなと思います。音楽には不思議な力があります。一人で音楽を聴い

たり、奏でたりすることももちろん楽しいですが、人と人の声がピタッと重なると「共鳴」

して、振幅が増大します。 

例えば、広い体育館で手の平サイズの小さなオルゴールを鳴らしても、音色はおろか、音

さえも届きません。このオルゴールをピアノにそっと着けると、「えっ、うそでしょ」とつい

言ってしまうくらい豊かに響きます。共鳴しているのです。共鳴とは、互いに響き合うとい

う意味ですが、時にはピアノのようにそばにいるだけで相手を響かせてあげられる存在にも

なりえます。 

私たちは、友達や仲間がいて共鳴できます。自分と友達は、 

このオルゴールとピアノの関係のようなものです。仲間がいて 

相手も輝く、仲間がいて自分たちの音色が描けます。 

 

半田中学校の合唱コンクールは、どのクラスも共鳴していました。 
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学 校 だ よ り 

歌は 僕たちの心の中に 

友達のようにやさしく いつでもそばにいるよ 

時は流れても 心の奥に 

いつまでも忘れられない 一つの歌がある 

sing a song. sing a song. 歌おう 

sing a song. sing a song. 合わせて 

sing a song. sing a song. 響け 歌声いつまでも 


